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はじめに
統計学の発達史を辿るとき，統計学の発展と統計方法の普及は，官民を問わ
ず，各種形態での統計組織・ 団体を形成させてきている。しかも，それらの統
計関係諸団体がまた，統計理論ならびに統計技術の発展に多かれ少なかれの役
割を果してきた。官設の統計組織は官庁統計機構として，民間の統計団体は，
学会ないしは協会という形態をとって組織されてきた。わが国においても例外
ではない。
いま， 1876<明治9>年，東京に設立された「表記学社」の名は，日本の統
計学史を遡る場合，しばしば，われわれの目に触れる。そしてまた，同社が，
わが国における統計学会＝協会の前身として，数々の先駆的活動をなした事実
もよく知悉されているところである。しかしながら，同社の創立経過，活動内
容，その後の発展過程について，正しく知られていることは，少ないように思
われる。
そこで，本稿の意図するところは，「表記学社」発足にいたる諸背景， なら
びにその発展形態としての「統計学社」成立までの過程を遡求することにあ
る。このことによって，「表記学社」の生誕が， わが国統計学の発展に，一礎
石として寄与した一定の役割の考察を試みたい。
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日本の統計学は，幕末維新期をもってはじまる。それは他の社会諸科学と同
様，西欧諸国から移入された翻訳学問である。大橋隆憲氏は，この期を「統計
学の日本への移植の第一期」と呼ばれ，「先進資本主義国の経済学説を，資本の
原始的蓄積期の日本へ，同時的に移植した時期」1)に対応させておられる。
この期における，わが国への統計学移植の代表的人物として，誰よりも杉亨
二 (1828~1917)をもって筆頭とさせうる。
杉は， 1828<文政11>年8月，長崎本籠町に生まれ，幼名を純道といった。
幼くして父母に死別し，長崎の時計師・上野俊之丞の下僕となる (1837<天保
B>年）。上野宅には，緒方洪庵，緒方挿蔵，手塚律蔵，村田徹齋といった洋医
蘭学者たちが，多数出入りしていた。杉は，ここで医学に興味をいだき， 1845
＜弘化元年＞年，大村藩医・村田徹齋の書生となる。 1848<嘉永元＞年，緒方
洪庵の適適斎塾（大坂）に入るも，脚気のため 3カ月にして帰国し， ふたたび
村田のもとに戻る。翌1849年，村田が江戸詰になったのに伴い同行， 出府す
る。江戸では，信州松代藩・ 村上英俊とともに，「蘭仏対訳辞典』を編纂。 1850
年，築地にあった中津藩・奥平邸で蘭学を教授する。 1853年，深川の館林藩医
・立花昌甫宅に寓し，そこで勝麟太郎（海舟）と相識り，勝の私塾長となる。
1855<安政 2>年，時の閣老•阿部伊勢守正弘に招聘され，深くその知遇を
うける。この年，名を亨二と改めている。翌年，中林きんと結婚。 1860<万延
元＞年 1月29日，幕府から蕃書調所教授手伝を命ぜられ， 1864<元治元＞年8
月11日，開成所教授職（直参）に任ぜられた。
開成所での杉の職は， 加藤弘蔵（弘之）らとともに，時0)外国からの新聞，
雑誌や書籍等を翻訳して，閣老の閲覧に供することであった。
1)大橋隆憲，「日本における統計学の発達，現状，課題」，『現代統計思想論』，有斐閣，
1961年， 195ページ。
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「其新聞は『ロッテルダム・コーランド』2) という毎週新聞で•…••， 開成所で翻訳を
して居る中に，……バイエルンの教育のことの書いてあるものがあった，それに百人の
中で読み書き算術の出来る者が何人，出来ぬ者が何人と云ふことが書いてあった，其時
にこういふ調は日本にも入用なものであろうと云ふことを深く感じた，是れが私がスタ
チスチックのことに考を起した種子になったのだ」8)。
杉亨二の統計への開眼は，ここにはじまる。時に彼は37オであった。開成所
での職務中，偶然的な動機からオランダの統計資料に接することによって，社
会現象を数量で把握し，表現するという新奇な考え方に，すなわち統計という
ものに，杉は初めて知見するのである。しかも彼は，すぐれた彗眼力をもって，
このときすでに，統計の重要性を覚知し，近い将来わが国においても採用され
るべき方法だと考えた。ここにおいて，杉の統計意識が芽生えるのである。
さらにその後，
「毎年和蘭より数十部の書籍が舶来せし中， 1860年と61年と両年の和蘭スタチスチッ
クと申す書籍あり……」4),
「不図其れを見ると云ふと人員のことが書いてあって，百人の中で男が何人何分何厘
だの生れ子が何分何厘などゞ云ふことが書いてあった． ドウ云ふ訳で人が何分何厘にな
るかと算術を知らぬから分らぬのだろうが，何にしても人が何分何厘とは妙な調べだと
不思議になった，……是れは先年見た…•••あの類のものだと云ふことを考え是れは世の
中のことが分る面白いものだ……」6)'
「和蘭国両年の出生，死亡，婚姻，離縁，来住，往住，又放火，それから偽造等各種
の犯罪人数を比例したるもの， 之を見て又以前の事を思出し， 益々統計の必要を感じ
た...」6)。
と，述べるように，オランダの具体的な「官庁統計」に触れる機会をえた杉
2)原紙名は， RotterdamseCourant, 1842年創刊。現在は， NieuweRotterdamse Co-
urantと改称して，続刊されている。
3)世良太一編，『杉先生講演集」,1902年， 18ペー ジ。
4)同上書， 25ペー ジ。
5)同上書， 18~19ベー ジ。
6)同上書， 25ペー ジ。
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は，そこに国家顕著事項が一覧のもとに知悉でき，しかも算術的技法が社会現
象の解明に用いられていることに驚嘆する。この期に，彼の統計への興味はま
すます喚起されるのである。
しかも，この時期， 1866<慶応元＞年， オランダ留学から帰朝した西周（周
助），津田翼道（箕一郎）より， スクチスチックの効用を伝授され，統計学書を
貸与されることによって，杉は，統計学の理論についてもヨリ具体的な知識を
会得した'1)。彼の統計学への志向は，ここで堅固なものとなる。
7)洋書調所教授であった西周と津田属道は，幕府最初の留学生として，1862<文久2>年
から1866<慶応元＞年まで．オランダに派遣された。オランダでは，ライデンLyden
大学に留学し，同大学フィッセリング (SimonVissering)教授に師事している。
同教授は， 「津田慎一郎西周助両君二業ヲ授ル事二就テノ書付」（幸田成友， 『和蘭夜
話』， 86~87ページ）中， 「治国学」に属する学科として， つぎの五学科をあげてい
る。
其ー天然ノ本分 ナツウルレグト
其二民人ノ本分 フォルケンレグト
其三邦国ノ法律 スクートレグト
其四経済学 スタートホイスホウドキュンデ
其五経国学 スクチスチーキ
ここで，其五にある「経国学」が，今日の「統計学」をさすものであり，この其五
「経国学」が，のちに津田属道によって，『表紀提綱 名ー政表学論』 (1874年）として訳
出されている。他方，西周の「五科口訣紀略』（帰国後，彼が書いたオランダ留学記）
にも，「在教授政事学之大本。其別。一日性法学。 (Natuurregt)二日万国公法学。
(Volkenregt)三日国法学。 (Staatsregt)四日経済学。 (Staatshuishoudkunde)
五日政表学。 (Statistiek)凡此五科。」（『鴎外全集」第3巻，岩波書店， 1972年， 84
~85ページ）とあり，「五日政表学」を説明して，「是察一国之情状如何。而致其詳密
之術也。」（同上書， 85ページ）とある。したがって，ここでの「政表学」もまた「統
計学」を意味している。この講義ノート中の前三科が，神田孟格訳，『性法略」 (1871
年）。津田慎一郎訳， r泰西国法論』 (1868)。西周助訳， 『万国公法』 (1868)年とし
て，それぞれ邦訳されている。また，杉亨二も，フィッセリングの講義ノートを台本
に，『形勢学論』(1873年）を訳述して，上司に意見書とともに上呈（「五月..…•形勢学
論訳稿上之，……」，太政官「政表課誌」。総理府統計局編， 『総理府統計局百年史資
料集成」（以下，『百年史』と略す・・・筆者）第一巻 総記 上， 1973年所収， 371ペー
ジ）している。くわしくは，幸田成友，「和蘭に於ける日本最初の留学生」， 『明治文
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杉が開成所教授職中に徳川幕府が倒壊，明治維新政府が成立する。彼は，徳
川家が駿遠参三国へ移封されたのに行を供にし，静岡へ移住した。この地で，
念願の統計調査に携わる機会をえる。府中（静岡）奉行・中憂伸太郎および開
成所時代に教え子であった沼津奉行・阿部國之助の協力をえてである。
「……静岡へ召連れられ，洋学等教育の事を命ぜられ世話をして居りました，或時不
図気が付いて， 此処ぞ宿志を遂げんと思ひ立ち， 静岡奉行たりし， 中蛋伸太郎に面会
し，時事の談に及び，不知不案内の土地に来，領内の事実を知らずして政事を行ふも，
徒に労して功なかるぺしと，其頃はスタチスチックを政表と称えたりし故，其の事を説
きたれば，中蚤甚だ感服して言ふ様，実はドウして宜いか当惑して居るところである，
……ドウぞ其政表の調べを頼み入りたしと頻りに懇望す，……時こそ来たれと窃かに喜
んだ」8)。
かくして，ただちに調査が実行に移された。その成果が「駿河国沼津・原政
表」 (1869<明治2>年）であり， この調査がわが国における近代的統計調査の
璃矢となるのである。同「政表」は，今日の統計調査法から見れば，もちろん
質・量ともに水準の低い幼稚な内容である。しかし，杉が西欧諸国の文献から
スタチスチックに開眼し，その必要性を痛感して指導した最初の試みとして，
しかも日本における最初の近代的静態調査であるということを考えあわせると
き，この調査は，わが国の統計史上において，画期的な意義をもつも0.Jである
といえよう。
周知のごとく，大政奉還後の明治新政府の課題は，政治・経済・社会・文化
等すべての分野にわたり，一刻も早く西欧先進諸国に伍することであった。版
籍奉還 (1869年），廃藩置県 (1871年）と，着々と近代国家への脱皮が進行する
中，政府管理機構の整備も進展した。統計関係諸機構も例外ではなかった。
化研究』第5巻第6号， 1929年6月号。下出隼吉，「『表記提綱」解題」，『明治文化全
集』第12巻経済篇，日本評論社， 1968年。下出「統計と云ふ言葉」，『統計集誌」第557
号， 1927年12月号。吉野作造「『性法略」『万国公法』『泰西国法論』解題」，『明治文
化全集』第13巻 法律篇，日本評論社， 1968年，参照。
8)世良太一編，前掲書， 25ページ。
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1871<明治 4>年6月8日，太政官で『日本政表及日本国勢要覧j9)の編纂
がはじまる。この業務がわが国における政表事務（統計行政）の濫腸となる10)。
1871年7月28日 大蔵省に統計司を設置。
1871年8月10日 大蔵省統計司が統計寮と改称。
1871年12月24日 太政官正院に政表課11)を設置。
この政表課大主記に杉亨二が任ぜられる。
杉の多年にわたる統計への情熱は，ここに統計行政の長たる職をえて，念願
叶い，水に放たれたる魚のごとく面目躍如たるものがあった。さっそく，彼の
主導により取り掛かったのが「辛未政表」 (1872<明治5>年4月）の発刊であ
り，ついで翌73年5月の「壬申政表』12)の刊行であった。 さらにつづいて，
9) 1871<明治4>年，翌年に迫った条約改正提案に備えて，政府は岩倉具視特命全権大
使を欧米諸国に派遣する。それに際して，わが国の国情を紹介するための参考資料と
して，政表課の権少史安川繁成をはじめ，太政官記録編輯局出仕宮崎誠，同岳謙，同
橋本正誠らに命じて，『日本政表jと「日本国勢要覧』とを編集させた。 しかし， 高
木秀玄博士は，「印刷されず， 今日これをみることはできない」と， 考証されてい
る。（高木秀玄，「箕作麟祥と統計学」， 関西大学「経済論集」第19巻第1号， 1969年
4月， 15ページ）。さらに，細谷新治氏は，「『日本政表」と「日本国勢要覧」のうち，
『日本政表」の原本は現在までに発見されていない。しかし「日本国勢要覧」につい
ては，内閣文庫に所蔵されている「国勢要覧』という稿本がそれではないか」と，推
定されている。（細谷新治，「『t多等哭」事始(2)」,『書窓」第25号， 1976年， 15ペー ジ）。
「日本国勢要覧」の後身は，のちに『日本帝国国勢一班』 (1882~1939, ただし第 1~
2回は「袖珍国勢一班』。第3~6回は「国勢一班』）として，内務省から毎年刊行さ
れた。
10) 『統計院沿革（太政官沿革志二十九）』。総理府統計局緬， 『百年史』第1巻上， 406ペ
ジー。
11)総理府統計局では，従来から「十二月廿四日正院中二始メテ政表課ヲ置」くとの『政
表課誌』（総理府統計局編，『百年史」第1巻上， 369ページ）にもとづいて， 1871<明
治4>年12月24日を，そのはじまりとしている。 が他方， 『統計院沿革（太政官沿革
志二十九）』（総理府統計局，『百年史』，第1巻上， 406ページ）では，「明治四年六月
八日•…・・政表課ノ称此際ヨリ始マルト云」うと記されここで，その始原にかんして約
半力年の麒甑がみられる。くわしくは，総理府統計局編，『百年史」第1巻上， 771ペ
ージ参照。
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『明治六年政表」にはじまる『政表』が1880<明治13>年（海外貿易の部は1878年
分，その他は1879年分）まで毎年刊行された。 これとともに， 『明治六年日本府
県民費表』 （以後， 1879<明治12>年一明治10年分ーまで毎年刊行，明治11年・ 12年分
は原稿のまま未刊行）が並進して公刊された。 ここにわが国における最初の間接
統計調査＝業務統計の成果を，われわれは見ることができるのである。
このように，杉は政府にあって統計実務に携わり目覚ましい活躍ぶりを示す
と同時に， ドイツ社会統計学の理論を体系的に学ぶ機会をえる。彼は，この間
の事情をつぎのように語る。
「明治七，八年頃と思ふ，…•••海軍の赤松則良18)氏が欧羅巴から帰って，『御前に好
物の土産を持って来た」とて， ハウスホーヘル (MaxHaushofer, ……注筆者）のス
タチスチック14)―冊を恵まれた，これは有難いと貰ふて，其本を字引を引き々々読んだ
所が，誠に結構な本で，私の学力を強めた，此本の為めに統計の事務にも応用し，大に
学生なども作った。又種々の統計の本を見たが，就中大学者ゲッチンゲン (Alexander
von Dettingen, 1827~1905, ……注筆者）の道徳スタチスチック15)と云ふ大部の本を
見た，これは又一層上は手の統計だ，中々六ケしい本，厳格な論じ方，此本で益々私の
12)『辛未政表」は， 『日本政表』（一『日本統計年鑑』）第一巻， と考えてもよいものであ
るが，『辛末政表』，『壬申政表」がそれぞれ，『明治四年政表』，『明治五年政表』と名
付けられなかったのは，当時の民度に鑑みて，年号を冠するに「干支」をもって呼称
したからだと思われる。
13)海軍中将，のち男爵。赤松の長女登志子は森鴫外と結婚 (1889年3月）している。奇
しくもその森が，後にみるように，杉亨二らを相手にして明治統計学史に残る大論争
を展開しているのである。
14) M. Haushofer, Lehr-und Handbuch der Statistik. Wien, 1872. 著者のハウス
ホー ファー は， ミュンヘン市の工芸大学教授として，経済学，統計学を講じている。
15)この時期すでに， A.v. Oettingen, Die Moralstatistik in ihrer Bedeutung far 
eine christliche Socialethik. Zweite, neu bearbeitete Auflage. Erlangen, 1874. 
が公刊されていたが，高野岩三郎氏によれば，杉が読んだのは，"DieMoralstatistik 
und die christliche Sittenlehre," Versuch einer Socialethik au/ empirischer 
Grund/age. Erlangen, 1868-73. であろうと考証される。（高野岩三郎，「杉亨二博
士と本邦の統計学」，『改定増補社会統計学史研究』，栗田書店， 1942年， 247ペー ジ）。
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力を強めて喜んだ，本は価の安いものだ，だが目は余程悪くした」 16)。
ハウスホーファーの『道徳統計学」を知ることによって，統計材料にもとづ
いて社会現象における通則性を求める統計学に一層の興味を駆りたてられた杉
は，目を傷めながらも，統計理論の修得に没頭するのである。さらに納得のい
かない個所については，お雇い学者フルベッキ (GuidoHerman Fridorin Ver-
beck, 1830~98)に，逐一質し，統計学の探求に全神経を傾注し，その正しい理
解に努めた。
太政官に政表課が設置されて以来，杉は「早晩比の学問（統計学·…••注筆者）
が我邦に開け行くであらう，又開け行かせねばならぬ」17)との信念のもとに，
一意専心，統計行政に心血を注ぎ，統計学の修得に勤しむと同時に，将来の統
計学発展のためには，優秀なる後進者の養成が急務であると考えた。そこで時
の書記官長・中村弘毅と図り，広く人材網羅に努めるのである。
「其頃大学にては独仏の学生は廃止になったので，其学生は散して西洋館などに寓し
て居ると云ふことを聞いた。濱尾新氏は懇切に学生を待遇する人なれば，同氏の宅に到
りて事情を話し，学生の推挙を依頼した，所が氏も将来多望の学生に通弁などをさせる
は誠に惜むべしとて，余の依頼を大に喜び，同氏の周旋を以て高橋二郎，寺田勇吉，宇
川盛三郎の三氏を指名せられた，余は同時に呉文聰，小川為次郎，岡松径，等数名を政
表課に推薦した」18)。
上記に挙げられた者たちは，いずれも1875<明治 8>年から出仕している。
しかも，彼らはすべて，その後，わが国の統計ならびに統計学の発展に指導的
役割を担って，大きな業績を残していくのである。ここで，彼らの指導者とし
て統計思想を吹鼓し，養成の役目を果したのも，やはり杉であった。すなわ
ち，彼らは，杉の配下として政表課で職務に励むかたわら，「スタチスチックの
書籍を勉強し，其中に実務に応用」19)せんと，統計学書の講読会をはじめた。
． 
16)世良太一編，前掲書， 19ペー ジ。 42ペー ジ。（ただし， 42ページでは，「明治五，六年
..• …」（傍点……筆者）とある）。
17)世良太一編，前掲書， 45ペー ジ。
18)世良太一編，前掲書， 45~46ペー ジ。
19)世良太一編，前掲書， 46ペー ジ。
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この講読会が「表記学社」生誕への一里塚となる。講読会発足の当初はたん
に，杉を中心として，スタチスチック原書の訳読や輪読を通じて，統計学の理
論を理解し，それを統計行政に反映させよう，という目的から会合がもたれて
いた。しかるに，会を重ねるにつれて，たんなる講読会よりもヨリ充実した研
究会組織へと発展したいという願望が，課員たちの間に昂進する。ちょうどこ
のころには， 明六社（杉亨二は，同社のメンバーの一員であった）をはじめとする
各種学術啓蒙団体の結成が盛んであった。したがって，統計学の分野において
も，専門の研究機関を設立せんとする動きが，課員間から活発に台頭してきた
のも必然的な潮流であったといえよう。この願望の昂まりが「表記学社」生誕
へと結実していくのである。 1876<明治9>年の春であった。
〔1I〕
1876年 2月11日，統計学の研究を目的として，統計関係有志者十数名1)によ
り「表記学社」が創立された。杉亨二が社長に，世良太ーが副社長にそれぞれ
就任している。同社は，毎月 2回の定期的な集会をもち，民間にたいする統計
思想の普及， 発達を意図するとともに，社員各自の研究発表の機関でもあっ
た。したがって，同社をもって，われわれは日本における統計学会＝協会の喘
矢として位置づけうる。 ． 
ここで，統計学研究の目的をもって発足した同社が，なぜ「統計学社」では． 
なく「表記学社」と命名されたのであろうか。これについては，つぎのように
考えることができるであろう。すなわち， この時期にあっては， "Statistics"
＝統計・統計学という訳語が，まだわが国に定着していなかった。ちょうど同
じころ，さきに述べた津田糞道によって，ヒッセリングの講義が『表紀提綱』
1)つぎのメンパーが，設立に参加している。杉亨二，世良太一，早矢仕有的，秋山恒太
郎，相原重政，山寺信柄，高橋二郎，稲垣慎郎，高木恰荘，朝次英二，高力衛門，手
島精一，呉文聰，杉山親，山縣良蔵，物集女清久，山縣三郎，（日笠研太，「杉亨二博
士と明治維新の統計(7)」,『統計学雑誌』第624号， 1938年6月号， 260~261ベー ジ）。
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と，邦訳出版 (1874<明治7>年）されており， しかも「表紀」という場合，社
会現象を統計表で記述するという語感が強いにもかかわらず，このころには，
まだ統計・統計表の間における概念内容が曖昧で，あまり明確には区別されて
いなかった。また，あとでみるように，杉は「統計」という訳語の導入には難
色を示していた。 したがって， 同社名の決定にあたっては， かような経緯か
ら，表記学社という名称が採用されたものと考えられる。なお，津田がスタチ
スチックを表紀と訳したのは，中国の張衡歴議の「考之表紀，差謬数百」から
の引用2)であるとされる。
いま，ここで当時における諸外国の統計学会の情況を概観してみると，欧米
諸国では，すでにイギリスで， 1833年に「マンチェスター統計協会」が，翌34
年 3月には「ロンドン統計協会」s),The Statistical society of London (1887 
年に「王立統計協会」 TheRoyal Statistical Societyと改称）が， ランズダウン
Landsdowne侯爵を会長として生誕している。その学会誌として， Journalof 
the Statistical Society of London (1839~1886), Journal of the Royal Statistical 
Society (1887年~,1948年から SeriesA. B. Cに分割）を刊行し，今日にいたって
いる。フランスでは， 1860年，「パリ統計協会」Societede Statistique de Paris 
が設立され，協会誌として， Journalde la Societe de Statist勾uede Paris 
を発行。アメリカにあっても， 1836年 5月に「ニューヨーク統計協会」4) The 
New York Statistical Societyが発足， 1839年1月，「アメリカ統計協会」5)
The American Statistical Society (のちに， Association)が結成され，会誌
2)横山雅男，「Statistikの訳字について（承前）」， 『柳沢統計研究所報」第45号， 1940
年， 1ペー ジ。
3)くわしくは，杉原四郎，「ロンドン統計協会と「エコノミスト』」，『経済セミナー 」 1971
年11月号。（のちに，『イギリス経済思想史ーJ.s. ミルを中心として』，未来社， 1973
年所収）参照。
4)ニューヨーク統計協会は，存続20年間で解散している。
5) <わしくは，大橋隆憲，「アメリカ統計理論の発展過程ー『アメリカ統計協会」の活動
を中心として一」，大橋隆憲・野村良樹，『統計学総論」（上），有信堂， 1963年参照。
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として1888年より QuarterlyPublications of the American Statistical Society 
を発行， 1922年から Journalof the American Statistical Associatzonと改題
された。他方，国際統計機関としては， 1853年9月19日，プリュッセルにおい
て，ケトレ (LambertAdolphe Jacques Quetelet, 1796~1874)が主唱のもとに，
第 1回「国際統計会議」 TheInternational Statistical Congress, Congres 
International de Statistiqueが開催された。 しかし，そこでの要望があま
りにも過大であったがために， 1878年のプタペスト会議を最後にその幕を閉じ
ている。その後， 1885年， ロンドン統計協会五十周年記念式の開催を契機と
して，「国際統計協会」 TheInternational Statistical Institute, Institut 
International de Statistiqueが， 同年ハーグに設立され， 1887年， ローマ
での第 1回総会以後，今日におよんでいる。
したがって，わが国の「表記学社」の成立は，先進諸国の各学会に遅れるこ
と約40年であったといえよう。とはいえ，杉亨二が開成所時代にドイツ国状学
に端を発するドイツ社会統計学に，はじめて接したときには，その遅れが約200
年余りあったことを想起すれば，短期間にしてその差を縮めたことになる。し
かも，その消化・吸収にあたっては，先進国の統計学者を招聘しての統計学の
咀噌ではなく，たんに外国統計学書から，ほとんど独立独歩での具得で，その
遅れを短縮させたのである。
ともかく， ここに初歩的な形態であったにしても，「表記学社」の生誕をみ
たことに，当時の統計関係者たちの統計への向志，情熱のほどが痛切に偲ばれ
る。
1876<明治 9>年1月 旧開成所ヲ以テ会場トナス
1877<明治10>年9月 会場ヲ杉君邸内二改ム 6)
当時，政表掛掛員であった呉文聰は，研究会での様子をつぎのように語って
いる。
6) 「『スタチスチック』社沿革概略」，『スタチスチック雑誌」第1号， 1886年4月号，
1ページ。
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「明治九年の頃杉さんがスタチスチック社（表記学社をさす……注筆者）と云ふ社を
立てた。さうして毎月一度或は二度づつ錦町の開成学校（外国語学校の処で，今少し錦
町の通りへ寄り，丁度今の語学校の北に方る。此の開成学校と云ふのが今の東京帝国大
学の前身）の二階の広間で，統計学の講義を開いて居た。其のとき私どもは杉さんの前
座をやった。いろいろな人がやったが私が一番多くやった。それは英国の統計学会の雑
誌を見て其の中の面白さうなのを読んで置いて其れを持って行って話をした。それを明
治九年から十三年までやった。其の為め一方では統計の事務をし，一方では学説を講ず
ると云ふことになって，段々面白く感じて来た。」7)
同掛員・岡松径も同じく，つぎのように述べている。
「呉君及故新井金作君の御話に杉先生の御宅に政表の会が月に一会ある他の人も来る
が大抵は政表掛の人が出て先生の講演を聴く又其の他の人の話もある君も定めて往かれ
るだらふとそこで会日となりましたから呉君に随ひ先生の御宅に参ったのであります当
時先生の御住居は南神保町で其の時集会者の内で今氏名を記憶して居る分を掲けますと
世良太一，相原重政，南摩綱紀，山寺信柄，物集女清久，鈴木敬治，宇川盛三郎，高橋
二郎，呉文聰，新井金作，松岡秀之，小川為次郎，小川信（第五科財務掛）青山勇（太
政官記録課）の諸君であります当日最初に物集女清久君が弥児氏の経済書土地に関する
講演があり終りに杉先生の講演で此の講演は私は統計学修業の先入となったこと>考え
ます乃杉先生は諄々としてジュスミルヒ (JohannPeter Siifimilch, 1707~67……注
筆者）氏の神則論を説き出され人類の出生を統計的大数の上から観ると出生に規則正し
き事実が存する……，元来スタチスチックと云ふものは斯様の法則を探討する任がある
から特に先学問を為して実際の調査に従事せないと本当スタチスチックは出来ないと訓
示されました」8)。
さらに，この間，つぎのような研究報告がなされているe)。
一夫婦及家魯論 相原重政
7)呉建編「呉文聰」， 1920年， 66ページ。原田高博編，『呉文聰』（増補版）， 1933年， 72.
~73ページ。林周二，由井常彦編，『呉文聰著作等』第3巻伝記， 日本経営史研究所，
1973年， 193~194ページ。（以下の引用にあたっては， 1973年版による……筆者）。
8)岡松径，「明治九年以降十年間漫録」，『統計学雑誌」第301号， 1911年5月号， 214ぺ｀
ジー。
9)日笠研太，前掲論文， 261ペー ジ。
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ロッセル経済論の一節 山縣良蔵
伯霊府の職工 呉 文聰
土地政表に就て 宇川盛三郎
人命論 高橋二郎
和蘭医事年報 杉山 親
1878<明治11>年 2月，社則が改正され，「表記学社」を「スクチスチック社」
と社名変更がなされる。この時期にあっては，すでに，大蔵省統計司 (1871<明
治4>年）をはじめとして，モロー・ド・ジョンネ著， 箕作麟祥訳『統計学一
ー名国勢論」 (1874<明治7>年）。 エンサイクロペデイア・プリクニカ第 8版，
D. ケイ，百田重明訳『統計学大意」 (1875年）。ポルスル著，望月二郎訳『統
計須知」 (1875年）。チャンバー著，堀越愛國訳編『国民統計学」 (1877年）。大蔵
省統計寮編輯「統計雑誌」 (1876年）等々と，学問的用語としての統計学という
ことばは，ほぽ市民権を獲得していた10)0
このような時期に，なぜ「表記学社」が「統計学社」とは改名されずに，ぁ
えて原語の「スクチスチック社」と改められたのであろうか。それは，同社社
長杉亨二の見解が強く影響を及ぼしていたからである。すなわち，杉はがんら
い「訳字排斥，原語採用論者」11)であった。その主張は，彼の「スクチスチッ
クの話」と題するつぎの講演の中で，明確に展開されている。
「『スタチスチック」と云ふことは，我国に耳新らしき言葉なれば世人に聞きとりやす
きやうに訳字を作て政表とか統計とか名称を付けたり此訳字は支那の文字なれば文字の
儘に読み下して解する者多し政表と云ふは支那の書には見えずして其字面も亦穏当なら
ず統計の方稽々解し易し統計は合計の意味もあれども文字の通り統べ計るの義にて可な
らんなど立華強付会するより学問の道理を誤り事業を妨害するの甚だしきに至らんとす
目に視て名の付け方のなき物には原名を唱へて「ランプ」と云ひ「テープル」と云ふ目
に視えざればとて学問上の原名には必ず訳字を付けると云ふ道理は聞へず又事物の道理
10)拙稿，「統計学史一日本一」，『統計学」第30号， 1976年3月， 380ペー ジ。
11)高野岩三郎，前掲書， 252ペー ジ。
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さえ知れば訳名は何にてもよし勝手次第なりと云ふ妄論者あり文明世界の新学問たるス
タチスチックといふ立派なる原語があるに何の嫌やある医学にては病名や薬名は多くの
原語を用ふ又仏者の菩薩，弥陀と云ふが如き類も梵語なり其意味深く訳字の当つぺきも
のなきを強て付会せば本義を失ふて大なる誤りを来さん又統計なり人口なり之を英語や
仏語に直訳したらば如何なる奇語となりて文明世界の笑とならん」12),
と講じて，統計という訳語にたいして強く反対の論陳を張るのである。
すでに， 1873<明治 6>年 5月，杉は太政大臣参議宛の建議書において，. .. . . .. 
「夫政表，表全国之形勢也，欧州名日須多知数知以久•…••」18) (傍点……筆者）
と原音に万葉がなをあて，スタチスチックと読ませている。 さらに， 「明治12
年頃印刷せんとしている雑誌の題号には寸，多，知，寸，知，久，を合綴して
杉与~(傍点…筆者）を用いられんとし又明治16年 7 月より 18年12月まで共立
統計学校の教科目には移等笑の新字を用ひ其の講義に於ても原音を使用」14)し
た。ここで，新しく作字を行なってまでも，スタチスチックと原音読みに固執
する理由は，どこにあったのであろうか。今一度，彼の意見を聞いてみよう。
「スタチスチックに統計など云ふ支那字のあることは未だ曽て見あたらず，……学問
の名称は人世の末まで伝ふるものなれば妄に訳字を下して定義を失ひ事実を誤り文明開
化の道を妨ぐるの恐れありと考ふれば余は統計者流の説に従ふことは能はずして原語を
用ふること>なしたり」15),
と論ずる。すなわち，スクチスチックの内容について，まだ当時の国民の間
に充分なる理解をえていない状態の下で，拙急な訳語をスタチスチックに与え
ることによって，その学問としての本義が誤解されることを慮った杉は，あえ
て「表記学社」を「スタチスチック社」と改名したのであった。
新会場は，東京大学内におかれ，毎月二回の集会を定期的に開催している。
12)杉亨二，「スタチスチックの話」， 『統計学雑誌」第1号， 1886年4月号， 7~8ペー
ジ。世良太一編，前掲書， 137~138ペー ジ。
13)太政官「政表課誌』。世良太一綱， 前掲書， 付録40ページ。総理府統計局編， 『百年
史」，第一巻上， 371ペー ジ。
14)岡松痙，「統計訳宇の略考」，『統計集誌」第414号， 1915年8月号， 49ペー ジ。
15)杉亨二，前掲論文， 9~10ページ。世良太一編，前掲書， 140~141ペー ジ。
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1879<明治12>年 1月 社員ー同杉君二請フテ毎月ハウスホーヘル氏著「ス
タチスチック」講演ヲ受ケルコトトセリ 18)0
「会員の希望は先生に纏りたるもの叶講義を願ひたいという処から先生も之を承諾せ
られハウスホーフヱル氏の統計論の巻頭より講義を始められまして該本は当時杉先生及
相原君所持の外役所に一本ある計りの要書といふことで会員は熱心に聴講された」17)。
さきに述べたように，杉はハウスホーファーの「統計学」によって，統計学
なる学問に開眼し，統計思想の涵餐を受けたのである。したがって，スタチス
チック社での後継者たちへの講演にあたっては，何よりもまずハウスホーファ
ーの「統計学」を紹介したことは当然のことであろう。しかも，杉のこの講義
がまた，その後の明治期における統計家たちに強い影署力を及ぽしていくので
ある 18)0
1880<明治13>年 6月 会場ヲ神田今川小路玉川堂二転ズ19)0
「其の後会場が小川町の玉川堂にありました時誰の周旋であったか忘れ居りますが某
る会日陸軍ー等軍医医学士江口襄君が見へられてヱステルレン氏の医事統計論緒言の講
義がありました」20)。
1883<明治16>年 9月会場ヲ共立統計学校二転ズ21)。
16)「『スタチスチック」社沿革概略」，『スタチスチック雑誌』第1号， 1886年4月号， 1 
ペー ジ。
17)岡松痙，「明治九年以降十年間漫録」，「統計学雑誌」第301号， 1911年5月号， 215ペ
ジー。
18)森戸辰男氏は，「後に，呉，岡松がハウスホーフェル及びオェッティンゲンの翻訳に
着手したのは，恐らく杉の示唆又は悠憩によったものではないか」と想像される。「エ
ルンスト・エンゲルと我国統計学界との交渉」，『統計学雑誌」第668号， 1942年2月
号， 14ペー ジ。
19)「『スタチスチック」社沿革概略」，『スタチスチック雑誌」第1号， 1886年4月号， 1 
ペー ジ。
20)岡松痙，「明治九年以降十年間漫録」，『統計学雑誌」第301号， 1911年5月号， 216ペ
ジー。
21)「『スタチスチック』社沿革概略」，『スタチスチック雑誌」第 1号， 1886年4月号， 2 
ペー ジ。
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1883<明治16>年 6月9日， 東京・麹町区飯田町一丁目（里俗…九段坂下牛ケ
淵）に「共立統計学校」が創設された。同校開設の動機は， これにさきだっ
「統計学教授所」設置の上申に遡りうる。
杉亨二の指導の下に， 1879<明治12>年12月31日午後12時現在を期して実施
された「甲斐国現在人別調」は，彼がかねての念願であったスクチスチックの
大目的たる「全国総人員の現在調査」1)=「国勢調査」にたいする予備調査とし
ての性格をもつものであった。 しかもまた，「甲斐国現在人別調」は，わが国
における最初の近代的静態的試験調査として，よくその所期の目的を十二分に
果した。したがって，それにつづく「全国的現在人別調」 （人ロセンサス）の早
期実現化への要望が，杉をはじめとする統計関係者たちの間に昂まるのは，け
だし当然のことといえよう。統計院職員の寺田勇吉もその一人であった。
「抑も甲斐国現在人別調は今日の所謂国勢調査を試験的に山梨県一円に施したるもの
にして其意之を先駆として全国の調査を施行せんとするに在りしを以て予は成るべく速
に全国に施行せられんことを希望し当時統計学界の泰斗として普魯西国統計局長たるド
クトル・エンゲル (ChristianLorenz Ernst Engel, 1821 ~96……注筆者）氏に書を
寄せて独逸帝国国勢調査に関する書類の寄贈を請ひ之を訳出して当路の参考に供すると
共に普国統計局付属のセミナールに倣ひ特に官立の教育機関を設けて後進を養成し大に
統計学の智識を普及せしめるは国勢調査の実施上最も緊要の準備たるべきを主張したり
しが経費に制せられて容易に実行に至らざりしを以て有識の士数名と相謀り朝野有志の
賛成を得て私立統計学校を開設し一時の急需に応ぜしめたり是れ実に我国統計事業の改
良進歩を促したる一大原動力たりしは事蹟の吾人に明示する所なり」2),
と寺田が語るように，太政官政表課 (1881<明治14>年5月30日より統計院と改
1)世良太一編，前掲書， 46ペー ジ。
2)寺田勇吉，「国勢調査に就て」，『統計集誌」第359号， 1911年1月号， 134ペー ジ。
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置さる。）では，「甲斐国現在人別調」の結了をまって，ただちに全国レベルでの
人口調査実施に備えての資料収集に取り掛かる。ギールケ (OttoFriedrich von 
Gierke, 1841~1921)の紹介を通じて， プロイセン統計局長エンゲルにあてた同
国における国勢調査にかんする資料寄贈の依頼もその計画の一端であった。求
めに応じてエンゲルより送付された書類中にプロイセン統計局ゼミナールの一
件があった。
「帝国日本政府統計の事に付我等の意見は，日本政府より略其政体に通暁し且つ独逸
語に熟せし若年の日本人をして我国に送り越し，凡そーケ年間王国統計局に在らしむる
ときは頗る便利にして其目的を達するに至るべし。……我本国へ送り越さるべき人は我
国に来り，統計実地研究の外に，明年の統計本科講義（傍点……筆者）を聴聞するを得
て，欠くべからざる肝要の統計学上の基礎をも研究し得べし。此講義の個条を示すが為
めに今本月一日を以て始めたる第15本科期の公告書2部を謹呈するなり。」8)
と，ここでいう統計本科講義が， 1863年にはじまるドイツ統計局付属の統計
学ゼミナール4)であった。
同ゼミナールの一件は，わが国においても，官立の統計教育機関設置の必要
性を認識させるに充分な動機となった。すなわち，統計学の普及と後進者の養
成を緊要の課題とする彼らにとって， ドイツにおいて官立の統計学ゼミナール
が設置されて後継者の教育に当たっているという事実は，わが国においても同
様の統計教育機関を設置したいという要望とまさに合致するものであろうこと
は，想像に難くない。それはまた，国勢調査の早期実施のための一大要素と
もなるからである。 しかもこの期において， マイエット (PaulMayet, 1846~ 
3)総理府統計局編，『総理府統計局八十年史稿」（以下『八十年史」と略す……筆者），
1951年， 102ペー ジ。
4)同ゼミナールの沿革ならびに講義科目については， 相原重政訳， 「壊国統計学講習所
設立二付中央統計会特別委員兼書記官学士『ヒッケル」氏ノ報告 千八百六十四年同
委員会報告書ヨリ抄出」， 『統計集誌』第66号， 1887年2月号， 41~43ページ。およ
び，相原重政訳， 「普魯士国統計学購習所及其教授法二関スル学士『エンゥぅレ」ョリ
ノ公告」，『統計集誌』第66号， 1887年2月号， 43~44ペー ジ参照。
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1920)から，意見書「統計条例草案」&)(1881<明治14>年3月）が出された。同
「草案」中に，「統計官庁ノ事第三中央統計局，第十一統計学校」とあ
り，中央統計局の所管事務の一つに「統計家及ヒ統計官吏ヲ養成スル事」とあ
る。他方，「統計学者養成之部」においては，統計学校設置の目的を掲げ，入
学から卒業にいたるまでの詳細な教科教育内容を例示している。この「草案」
もまた，統計学校の早期設立を促す大きな刺激剤となるのである。
ここに，統計教育機関設置への計画は急速に展開する。「人命は短うして事
業は永久なり，既に老へ日暮れて路遠ければ，学校を設立して数百名の学生を
教養せむと欲し」6)た杉は，
1882<明治15>年 5月 「六日統計学教授所ヲ設置セラレンコトヲ上申ス日ク 統計
ハ専門ノ学術ニシテ主意目的区域職任方法及ヒ理論卜実地卜種々ノ科目アリ荀モ事二担
任スル者学習セサレハ真正ノ針路ヲ得ス随テ実地上誤謬ヲ生センコトヲ恐ル然ルニ現今
其学科ヲ修メント欲スル者アリト雖トモ未夕教授所ノ設アルニアラス常二遣憾トスル所
ナリ因テ本院中該学術二通暁セシ者卜協議シーケノ教授所ヲ設立シ退庁時限ヨリ余暇ヲ
以テ更番出席シ統計学志願ノ徒ヲ教諭セシメハ凡ソ三ケ年ヲ期シ各其業ヲ卒へ後来諸官
庁二於テ統計主務ノ者ヲ要スルトキニ当リ該学習ヲ経タル者ヲ以テ採用スルニ至ラハ実
際事業ノ便益少ナシトセス因テ該教授所二属スル費用ーケ年凡ソ金五百円本院定額金ノ
内ヨリ支給セラレンコトヲ請フ」の。
との，統計学教授所設置にかんする上申書を統計院から提出するのである
が，翌 6月17日，経費等の都合から「伺ノ趣難聞届候事」8)と不聴許になって
いる。
ここで，官立での統計教育機関はいったん却下されたものの，実現の途を他
5)ペ・マエット述，相原重政・寺田勇吉合訳，「統計条例草案」。総理府統計局編， 『百
年史」第一巻上， 556~592ぺ＿ジ。
6)世良太一編，前掲書， 53ペー ジ。
7) 「統計院誌』巻之二。総理府統計局編，『百年史』第一巻上， 391~392ペー ジ。
8) 『統計院沿革（太政官沿革志二十九）』。総理府統計局編，『百年史」第一巻上， 429ペ
ジー。
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に求めるぺく，統計教育機関設置の動きは，統計関係者たちの間に，燎原の火
のごとく広まっていくのである。とくに，蕃書調所教授手伝，開成所教授職等
と豊富な教育経験をもつ杉亨二にとって，教育の効用と重要性については十分
に熟知のするところであった。それだけに，統計教育機関の設置にかける意気
ごみのほどは並々ならぬものがあったであろう。ここに杉以下，統計職員を中
心とする物心両面の努力によって，民間の統計教育機関設置へ向けての運動が
おこる。 1882<明治15>年8月，杉は鳥尾小禰太統計院長，安川繁成統計院幹
事を説得して，統計学講習所設置のための義損金募集活動9)を開始した。ま
ず，統計院職員から，統計学講習所設置にたいする賛同を得て，ついで，同所
設置のための発起人となるべく承認をえた。ここで， 「統計学講習所」の設立
が正式に決定する。 1882年11月のことである。同月，発起人間の公選によっ
て，鳥尾小蒲太を所長に，杉亨二を教授長に，高橋二郎，寺田勇吉，岡松痙を
教授に，島屯闘泰，佐藤信義を理事にとそれぞれ選定した。さらに，統計学講習
所設置規約および就学規則が議定されている。翌12月，設置規約と就学規別が
公表され，官民有志から84名10)の賛同者をえた。あけて， 1883<明治16>年 1
月，発起人たちの新年宴会席上において，統計学講習所校舎新築にかかる義損
金徴収の議が諮られ，審議の上，承認された。同校舎の建築は，東京・麹町区
飯田町一丁目，靖国神社の付属地300坪を借用して着手された。この借用にあた
っては，島祁泰，佐藤信美の両理事および安川繁成，世良太一の両保証人によ
り，陸軍省工兵第一方面本署長・中村重達宛に出願し， 3月 1日，その許可11)
9)統計院職員からは，毎月，月給の百分の一の拠金を得るとともに，岩崎蒲太郎，喜谷
市郎右衛門，．平島喜兵衛，益田孝，澁澤榮ー，三井八郎右衛門，山中隣之助らから，
巨額の寄付金を仰いだ。さらにスタチスチック社からも 150円を受けている。（岡松
楓「明治九年以降十年間漫録」， 『統計学雑誌」第303号， 1911年7月号， 307ペー
ジ。）
10)賛同者名については，総理府統計局編，『八十年史』， 103~104ページ参照。
11)同契約条件として， 1883年3月1日から向こう 5カ年間，地代ー坪につき月額8厘と
し，その他の風致を毀損しないことを誓約している。
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をえたものである。
これよりさき，「統計学講習所」が「共立統計学校」として改称の協議が成
立。 1883<明治16>年 3月 6日，鳥尾校長から東京府知事・安川顕正宛に，共
立統計学校設置の願書が提出され，同月 9日認可をえている。同年6月，新校
舎が落成（総建設費1,400余円）。それを機に維持保全方法の協議機関として， 世
良太一，石橋重朝，細川廣世，永井久一郎，緒方道平の五氏が評議員に選出さ
れた。
杉亨二は，開校を前にして，共立統計学校「統計学教科目」を関係者に配付
している。今その内容の一部をみてみると，
「頃者有志諸君の高意に出て相共に醸金して共立統計学校を設くるの挙あり，我叢を
推薦して委するに教授の事を以てせらる我輩の不学固よりその任に堪へずと雖この学を
拡張せんとするの微衷自ら已む能はざるを以て敢て諸君の勧を辞せず学事に努力せんと
欲す乃ち姦に移等笑教科の綱目を掲げ以て授業の目的と為す近頃拶等哭の事大に世に流
行すと雖往々妄りに大数を山積して之れが比例を為し判決を下し以て世人をして驚愕せ
しむるの弊あり畢覚学術の何物たるを知らざるが為めにして自ら欺き又人を欺くに至る
幾慎まざる可けんや，故に此学術を講究し以て後生を陶治せば将来国家に益する紗なか
らざる可し有志諸君の此挙を奨賛せらるゞ者其意亦姦に在る可し。」12)
と，このときすでに統計の誤用や乱用を戒め，さらにすすんで，統計家養成
の必要性を説いている。
1883<明治16>年 6月30日付の『東京日日新聞』，『時事新報』等の紙上に，
共立統計学校学生募集広告が掲載された。その応募者80余名を数える。翌7月
11日から 4日間にわたり，入学試験18)が実施された。この結果，合格者41名，
推薦入学者（地方長官からの推挙にかかる者） 3名，補欠入学者12名で，総数56名
12)横山雅男，慶応義塾大学経済学講義『統計学』，時事新報社出版部， 27~28ペー ジ。
13)入試出題委員として，「地理学」および「歴史」は東京師範学校・若林虎三郎，「物理
学」は，同校・志賀泰山，「算術」および「英学」は同校・野口保興，「論理学」．「経
済学」および「仏学」は同校・福富孝季， 「独逸学」は寺田勇吉， 「書取」は岡松痙
が，それぞれ担当している。
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が同校の第一期新入生となった。この他， 19名の聴考生も許可されている。
1883<明治16>年 9月8日，共立統計学校第一回入学式が挙行された。翌9
日，杉教授長から，統計学についてのガイダンスがあり，こえて11日から授業
開始の運びとなる。杉はここで，つぎのように開校の辞を述べている。
「元来此学（統計学……注筆者）たる其開発日尚浅く支那にありては萬貢の篇欧州に
ありては摩西斯の人口録等の如く生民ありて以来未だ嘗て其跡を人間の中に絶つことな
しと雖も然れども能く一学問たるの体裁を具備せしは僅に前三十余年の近きにあり是を
以て方今開化の称ある欧州各国と雖も普魯士某州に在る協立スクチスチック学校の外之
を講習するものなく欧人目して幼稚の学問と云ふ今諸氏は未だ開化の称を有する能はざ
る本邦にありて進みて此幼稚の学問を修めて以て本邦の面目を一変せんと欲す諸氏の前
途は実に遠且大と謂ふべきなり又諸氏は此業の一大難事たる所以を知るか試に世間人事
の変遷活動昨日の是は忽ち今日の非となり昨年の事物は己に今年の事物にあらざるの状
を熟視せよ」140
ここで，杉は積年の夢がかない得意満面たる辞を述べたことであろう。加え
て， ドイツ統計局付属ゼミナールについで，開設された共立統計学校に懸ける
期待は大なるものがあったであろうと思われる。
同校での授業は，毎週18時間の時間割で進められた。そのおもな教科内容と
担当者をみてみると，
ハウスホーヘル「統計論」 杉 亨二
エッチンゲン「道徳統計学」 杉 亨二
モーリス・プロック「統計論」 高橋二郎
ワッペウス「人口統計学」 寺田勇吉
マイル「社会統計学」 岡松 径
ペ・ド・セメノ「万国統計公会決議条目」 高橋二郎
さらに， このほか早稲田大学講師浮田和民による「哲学」・「倫理学」，和田
恒謙三の「経済学」，山成哲造によるロッシエル「経済学」などが講ぜられた。
14)世良太一編，前掲書， 106ペー ジ。
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これに加え，各科統計実地演習があり，また特別にお雇い学者に依嘱して，デ
ニング (WalterDening, 1846~1913) による「哲学」， ラートゲン (KarlRath-
gen, 1855~1921)の「貿易調査論」などが科外講義として論ぜられた。かくの
ごとく，その教科内容は統計学のみに留まらず関連諸科目を含めての幅広い学
問体系を，生徒に修得させようと企図したものであった。
いま，共立統計学校の講師陳容を概観するとき，彼らはいずれも官庁統計機
関もしくは大学で教育・研究・実務に携わるという，まさに一流のスタッフを
揃えていた。今日ならさしづめ，大学統計学部として立派に誇りうるカリキュ
ラムならびに教授陳である。ここにも，杉らが統計教育にかけた意気込みのほ
どが窺える。
この間， 1883<明治16>年12月，鳥尾校長から学校維持上の特別恩典を宮内
郷に願出し，翌年3月，帝室より下賜金500円を仰いでいる。
1885<明治18>年12月，第一回卒業試験が実施され，翌86年 1月31日，第一
期生卒業証書授与式が挙行された。同卒業証書を授与せらォ・こ者36名15)であ
った。卒業生には飯尾利幸，岩井徳次郎，海北勇，遠藤知足，河合利安，竹田
唯四郎，永山嘉一，水科七三郎，宮武勇平，宮本基，河合利安，横山雅男，山
中政太，今井武夫，小林亀太郎，和田千松郎らがおり，彼らはいずれも，明治
20年以降，官民の統計機関に，あるいは統計教育にと，それぞれ枢要な地位を
しめ，先駆的活動をなしていく。
これよりさき， 1885<明治18>年，共立統計学校は第二回生徒募集を計画
中，同年12月の内閣制度の大改革16)に遭遇した。このため統計院においても，
鳥尾院長をはじめ杉亨二大書官以下，退官，休官もしくは転任等となる者多
く，共立統計学校の存続が不可能な事態に陥った。そこで同校は，東京統計協
15)卒業者名については，総理府統計局編，『八十年史』， 105~107ページ参照。
16)太政官制を廃止して，内閣制度を創設。したがって，統計院も内閣統計局として新発
足についた。しかし，そこでの機構は大幅に改編，縮少された。その理由，経過等に
ついては，他日考察を試みたい。
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会17)と合併し，統計講習会を開催することによって， 当初の目的を推進し，
統計家の養成と斯学の拡張を図らんとの延命策を弄するが，それは事実上の閉
校措置18)であった。
1886<明治19>年2月，共立統計学校の建物，資金，書類等は東京統計協会
に引き継がれた。また合併の趣旨から，東京統計協会会長・渡邊洪基は，会員
中から若干名を指定して統計学の講義を嘱託することによって，共立統計学校
設立の目的を遂行しようと試みた。しかし，この件については，
「然ルニ第一ノ目的トナス講習ノ事二於テハ諸君ノ中業己二謀ル所アリト雖未夕其ノ
時期ヲ得ス尚将来ヲ待テ之ヲ実行セン事ヲ希望ス」19)
とあるように，その具体化はいっこうに進展せず，明治20年代を経過し，
1899<明治32>年にいたりようやく，東京統計協会と統計学社の協賛という形
で，第一回中央統計講習会として開催をみている。がしかし，これはあくまで
講習会にとどまり，共立統計学会にみられたような体系的，学術的な統計教育
専門機関としての形態ではなかった。
17) 「東京統計協会」は， 1878<明治11>年12月18日創設の「製表社」にはじまる。同社
は「製表ノ事ヲ詢議スル」（社則）の主意でもって，杉亨二，阿部泰造，新井金作，猪
飼麻次郎，伊藤蛭一郎，宇川盛三郎，小幡篤次郎，四尾純三郎，須田辰次郎，高力衛
門，濱野定四郎， 日原昌造，森下岩楠，森島修太郎，吉川泰次郎らの15名が，東京・
日本橋区上槙町，松木亭に会合して設立した。翌1879年4月1日，「統計協会」と改称
し， 1881年3月から， 「東京統計協会」と改名して， 1902年に社団法人となった。そ
の後，官庁統計の発達と密接な関係をもちつつ，第二次大戦中の1944<昭和19>年6
月まで，各種統計講習会および後援会の開催，官庁統計書の出版• 発売，政府統計事
業の後援ならびに海外統計団体との交流など，わが国の代表的な中央統計団体として
活動を続けた。またその機関誌『統計集誌」は，統計にかんする資料を集め，会員の
研究に便宜を供する目的をもって， 1880<明治13>年11月創刊。当初は季刊であった
が， 1882年1月号から月刊となり， 以来1944<昭和19>年6月（第754号）まで， 刊
行された。同誌総目録として，東京統計協会編，『統計集誌総目録』， 1936年。ならび
に， 総理府統計局編， 「『統計集誌」総目録」， 『統計局研究彙報』第12号～第24号，
1963~72年がある。
18)共立統計学校閉校時の顛末については， 「本会紀事」，『統計集誌』第54号・第55号，
1886年2月号・ 3月号参照。
19) 「本会紀事」，『統計集誌」第65号， 1887年1月号， 35ペー ジ。
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いっぽう， 1884<明治17>年 9月，共立統計学校の在学生有志40余名により
「スタチスチック同朋会」が結成された。同会結成の趣意は，スクチスチック
の研究を通じて会員相互に統計思想の涵養を意図するものであった。またその
研究会は同校の講義室で毎月開催された。ところが，さきに述ぺたごとく，共
立統計学校の閉校20)というやむなき事態のため， 1886<明治19>年 2月スク
チスチック同朋会は，スタチスチック社と合併するにいたる。
さてここで，共立統計学校は東京統計協会と合併し，他方，同校生の研究団
体たるスタチスチック同朋会はスタチスチック社へ合流するという，一種の空
中分解がここにみられるのである。この間の経緯については，呉文聰の
「……統計学社（スタチスチック社）と（東京）統計協会と軋礫をして居たことがあ
る。私は統計学社の主人でないから関係は無いが統計学社の人は前の統計課と言ったと
きから一一（明治）＋九年以来． 始終捜斥されたことが多かった」（カッコ注挿入·…••
筆者）21。
「それから統計協会（東京統計協会…注筆者）の世話を明治十七，八年ごろまでやっ
て居たが途中で面白くないことが起って暫く構はぬで居った。其の中に統計学校（共立
統計学校……注筆者）の卒業生を私が世話した其の人たちがスタチスチック社の系統を
引いて居るものだから，スクチスチック社の雑誌に投書をして呉れと云ふので，毎回投
書をした。さう云ふやうに一方で論説を書く所が出来たから，協会の方に縁が絶えたや
うな訳で，今日では統計学社の方の親分みたやうに思はれるか知らぬが．私は統計学校
の教師でもなく，スタチスチック社即ち今の統計学社の創立者でもなく，……」22)
との言から，わずかに推し測ることができるだけである23)。 したがって，
より詳細な検討は他日の課題としたい。
20)閉校措置にともなって，共立統計学校では，閉校時在籍者にたいして「修学証明書」
を授与している。さらに同校出身者による同窓会として，「牛淵同窓会」（同校の所在
地にちなむ）が結成されている。
21)呉文聰，前掲書， 203ベー ジ。
22)呉文聰，前掲書， 199ペー ジ。 ．．．．．．．．．．．．．． 
23)ただ，「東京統計協会」と「共立統計学校」．「スタチスチック社」と「スクチスチック
同朋会」という，文字上の共通点があるにしても。
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ここに，「新」スタチスチック社が成立するのである。 1886<明治19>年 3
月20日，旧共立統計学校において，第一回談論会が開催され， 「新」スクチス
チック社規約が議定される。杉亨二社長，世良太一副社長以下の役員が選定さ
れ，社員数 100余名を誇る「新」スタチスチック社の発足をみる。ここで社員
相互の研究発表の場として，会報ないしは機関誌発行の声が昂まるのである。
機関誌にかんしては，かねてより，杉以下，統計思想の啓蒙，統計技術の向上
に大きく貢献している西欧諸国の「統計」雑誌の充実ぶりについてはよく認識
しているところであり，また，わが国でも，この時期にはすでに東京統計協会
から『統計集誌」が刊行されている。したがって，スタチスチック社において
も，早くから，
「雑誌を出さうという計画であって，浦野元純と云ふ人などは半紙六，七帖ばかりの
材料を風呂敷包にして持って居た位であるが，二年経っても三年経っても版にしない，
金も 200円くらゐ積んだ」1).
という動きがあり，さらに
「スタチスチック会（表記学社…注筆者）は明治九年以来開会して居りますが各人が
講演する計りで記録のないのは甚闊点であるから雑誌を印刷してーは各員の備忘に供し
ーは斯学の発達を謀るのは必要であるといふ会員の希望を以て従前講演したる人々に原
稿を求め或は更に起稿を求め之を世良君の手許に集めることになりました此の結果杉先
生はスタチスチック学説を起草され一号及び二号だけの浄稿も出来て印刷の議に入りた
る」2)'
と具体的に雑誌発刊の一歩手前まで進展するのであったが，杉の「完全なも
のでなければ出さないと云ふ考へ」8)や， 1880<明治13>年 3月の改革（政表掛
1)呉文聰，前掲書， 198ペー ジ。
2)岡松饂「明治九年以降十年間浸録」，『統計学雑誌」第301号， 1911年5月号， 217ペ
ジー。
3)呉文聰，前掲書 198ペー ジ。
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が会計部統計課となる）があり， さらにまた， この時期実施された「甲斐国現在
人別調」の業務の多忙化等により，雑誌発刊の計画は挫折の止むなきにいたっ
ていた。したがって，表記学社，「旧」スタチスチック社を通じて， 雑誌の刊
行はいずれも陽の目をみていない。
新進気鋭の統計学徒を社員に加え，一挙に充実した「新」スタチスチック社
において，機関誌発刊の動きが再び台頭したのは当然のことであった。その刊
行に与って力あったのは，今井藤四郎，小林亀太郎，今井武夫，横山雅夫らと
いった旧スクチスチック同朋会の若きメンバーを中心としてであった。
ここに，rスタチスチック雑誌」が創刊される。 1886<明治19>年 4月30日4)
のことである。雑誌の体裁は，菊版で本文35ページ，緑色表紙5)に目録が掲載
され，禁売買，駅逓局認可と標記されている。第 2号以降のページ建ては， 40
~50ページからなり，本文はタテ一段組み，旧 5号活字が使用されている。毎
月末発行（第22号からは毎月20日発行），定価 8銭 5厘となっている。また，発行
所6)は，東京市神田区仲猿楽町におかれた。『スタチスチック雑誌』の内容は，
記事，論説，表記，雑録の四部7)からなる。「記事」では， スタチスチック社
4)同誌の発行日は， 5月5日付となっている。なお同誌総目録として，拙編，「『スタチス
チック雑誌』・『統計学雑誌』総目録〔I〕」，『千里山経済学』第5号， 1971年がある。
5)同紙の表紙とその体裁は，つぎのような変遷をたどっている。
第 1号～第 84号 (1886年4月号~1893年4月号） 菊版 緑色表紙
第 85号～第116号 (1893年5月号~1894年12月号）
第117号～第140号 (1895年1月号~1897年12月号）
第141号～第689号 (1898年1月号~1943年11月号）
第690号～第696号 (1943年12月号~1944年6月号）
四六倍版 白表紙
菊版 II 
II 赤色表紙
” 薄緑色表紙
上記のように，赤色表紙の時代が非常に長かったので，表紙の色にちなんで・「赤雑
誌」と呼ばれ，他方，『統計集誌」は「青雑誌」と，それぞれ愛称された。
6)その後， 1888年11月から，東京牛込区市ケ谷河原町18の世良太一宅に移され， 1915年
3月から，東京市麹町区紀尾井町6の横山雅男宅（ただし， 1923年1月から25年10月ま
では，東京市小石川区林町96, また1934年7月~11月は，東京市麹町区麹町6-7とな
っている）に， 1934年12月からは，東京市中野区桃園町33,藤本幸太郎宅に置かれた。
7) 「表記」は，今日の「統計表」であって， 第2号から掲載されている。第45号から
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の定期講談会の内容が報告されており，「論説」は，研究論稿および外国統計
学書の翻訳等である。「表記」は， わが国のみならず欧州各国の統計資料が紹
介され，また「雑録」では，共立統計学校卒業生（牛淵同窓会）の消息や，統
計にかんする小稿が掲載されている。
創刊号の「論説」は， 杉亨二「「スタチスチック」の話」， 岡松径「「スタチ
スチック」ハ人類社会二必用ナルヲ論ズ」，今井藤四郎「移住論」，小林亀太郎
「「ロッシェル」氏経済学」の4本であった。なかでも，杉の「『スタチスチッ
ク」の話」では，すでに当時，スタチスチック＝統計・統計学という訳語が，
わが国の市民権を得つつあるときに，なぜあえて「スタチスチック」という文
字に固執し， 『スタチスチック雑誌』 （以下，『雑誌』と略す……筆者）と命名し
て，発行するかについて論述し，さきに触れたスタチスチックの訳語問題とも
関連する興味深い内容と講じてくれている。 さらに続けて， 同論文で杉は，
「スタチスチック」をもって，「人問社会の事物を穿竪する」s)学問であると定
義し，つぎの三つに大別する。
そうがさ
「第一スタチスチックの方法なりーに之を組立たる総容の穿盤法を云ふ又此方法は学
問上の目的に係り実務上の目的に係るとの別あり
其ニスタチスチックの学問にして其方法を高尚ならしむる者なり高尚と云ひたればと
て悟りなど開け心を塵外に置く如きことを云ふにあらず下手の仕事を上手にして人間生
々活動の道理を知り易くすることなり
其三政府の事業に係るスタチスチックなり之を政府スタチスチックと云ふ」9)'
つづけて，スタチスチックは，「学問と方法と一つの則りに合体して作用を
なす者」10)であるから，学問のみに偏しては，実用に乏しくなり，他方，方法
「表記」は，「表紀」となっている。また，第11号から「雑話」欄が設けられた。
8)杉亨二，「スタチスチックの話」， 『スクチスチック雑誌』第1号， 1886年4月号， 9 
ページ。世良太一編，前掲書， 139ペー ジ。
9)杉亨二，同上論文， 11~12ページ。世良太一編，前掲書， 141~142ペー ジ。
10)杉亨二，同上論文， 12ページ。世良太一編，前掲書， 142ペー ジ。
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のみだけでは， 活用を失なって死物となると主張し，「スタチスチックの学問
は実地経験の学科にして其方法にて穿竪したる現象即ち事実を説明し其原因を
捜索して天法を知るを」11)目的をするとの見解を展開する。ここにおいて，杉
が統計に開眼して以来，鋭意培ってきた統計学にたいする見解の一端が窺える
のである。すなわち，統計対象を「人間生々活動」＝「社会現象」の解明にある
とし， その方法は「総容の穿盤法」＝「大量観察法」に求める。 さらに統計を
「学問上の目的」をみたす統計資料と， 「実務上の目的」をみたす官庁統計と
に区分している。しかも，統計は理論＝「統計学」と，実践＝「統計調査」から
なるとし，そのどちらに偏っても，死物になるという。以上の杉の主張から，
辻博氏は，その「内容はほぼ現在の社会統計学の達している水準に近い」12)も
のであると，高く評価されている。他方， 岡松の論文「『スタチスチック』ハ
人類社会二必要ナルヲ論ズ」は，統計の立場から，社会主義，共産主義の主張
を討究すべきことを論及する特異な内容である。
統計にたいする知識がまだ十分に普及していなかった当時にあって，彼ら統
計学徒たちに課せられた任務は，国民への統計知識の啓蒙と，統計の社会的必
要性の強調であった。しかし，統計学の定義自体については，まだ確固たるも
のではなかった。しかも，どのような統計学観をとるかについては，統計学が
移入学問として，わが国に紹介されて以来，幾多の論争を経過しても，なお未
解決の問題として，今日にいたるまで，われわれの課題とされてきているので
ある。
ここに，スタチスチック社に結集した若き統計学徒たちの間で，統計学の定
義について小論争が交わされる。すなわち，『統計集誌』 （以下，『集誌」と略す
……筆者）第60号(1886<明治19>年8月）所載の論文，和田給吉「統計学ノ範囲」
中に，統計学を定義して「人間社会生活二関スル現象ヲ論スル学問ナリ其方法
11)杉亨二，前掲論文， 12ペー ジ。世良太一編，前掲書， 142ペー ジ。
12)辻 博，「『甲斐国現在人別調』の成立について」， 同志社大学「経済学論叢』第11巻
第3号， 1961年8月， 42ペー ジ。
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ハ如何現在ノ大数事実二拠ルナリ」13)とあった。 これにたいして，『雑誌』第
5号 (1886<明治19>年8月）の雑録欄で，芝山生と称する人物が「スタチスチ
ック学の定義」と題し，芝観世子の説なりとして， 「願クハ氏が定義ヲ次ノ如
ク修正セラレタシ即チ「スタチスチック」ハ人間社会生活二関スル現象ノ関係
ヲ論スル学問ナリト夫レ吾人ノ生死両端ノ間ヲ囲続スル百般ノ現象ハ決シテ単
独（アプソルート）ノ考ニアラス必スヤ関係（レラチーフ）ノモノクリ例ヘハ此
二死亡事実アリトセン乎年齢，体性，身上ノ有様，職業等ニョリテ種々ノ感応
影響アリ即チ之ヲ探討シテ関係ヲ詳明スルハ『スクチスチック」ガ任スルトコ
ロナリ」14)と反論した。 これにたいする再反駁が，『雑誌』第6号で，和田に
よって「百般ノ現象ハ勿論人間智識ハ皆関係ナルモノニシテ単独ナルモノハ人
間智識上知ルベカラサルモノナルコトハ少シク事理ヲ知ルモノハ夙二了解スル
所ナルヘシ……神ナラヌトハ事ヲ紬繹討議スルニ少シモ思想ヲ他二及スナク純
-(アプソリウトリー）ニー現象ノミヲ視テ紬繹討議シ得ベキモノナルヤ……小
子ノ主トスル所ハ現象二有之候ヘトモ観世君ノ主トスル所ハ関係ノ如シ『スタ
チスチック』ハ関係ヲ主トシ先ヅ之ヲ取リ論スベキモノナルヤ現象ヲ主トシテ
之ヲ論スベキモノナルヤ」15)と繰り広げられる。この論争の内容は，つまると
ころ，統計学研究の対象の定義に「関係」という語を挿入するか否かという用
語解釈上の問題であって，技葉末節にとらわれたる感があった。とはいえ，西
欧先進諸国の統計学を一刻も早く吸収し，消化せんとする彼らにあって，用語
の一字一句といえども疎かにはしえないという真摯な態度から，この論争が始
まったのであろう。 このあと『雑誌』編集者・今井武夫は， 同論争の問題点を
的確に指摘して，「二君ノ説ヲ以テ何レノ点二於テ差異アリ何レノ点二於テ反
13)和田錘吉，「統計学ノ範囲」，『統計集誌』第60号， 1886年8月号， 255ペー ジ以下。
14)芝山生，「スタチスチック学の定義」，『スクチスチック雑誌」第5号， 1886年8月号．
203ペー ジ。
15)和田姪吉，「スクチスチック学の定義に就て」， 『スタチスチック雑誌』第6号, 1886 
年9月号, 238ペー ジ。
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対セルヤヲ判断シ得ル乎余輩ハ言語文章ノ差異ノ外二論議二於テ認定スルトコ
ロナシ……紬繹討議トハ••…•原因ヲ探討シ理法ヲ発見スル意味ナルヘシ関係卜
テモ同シコトニテ原因理法ノ存スルトコロヲ明ニスルヲ関係トハイフナルヘシ
然ラハニ君ノ説何ノ異ルトコロアラン」16)と結んでいる。
「雑誌』第 6号以下，数回にわたり，付録として，高橋二郎「万国『スクチ
スチック』書目」が所掲され，詳細な統計学文献が紹介されている。そのご，
「雑誌』第24号では，外人による初の寄稿カール・ラートゲン17)の「スクチ
スチックは何を為得るか又何を為得ざるか」が掲載されている。彼はここで，
統計による判断が，たんなる蓋然的妥当性をもつ判断にすぎないものであり，
統計の誤用例をあげ，統計濫用の弊を戒めた。これは当時，統計の有用面のみ
の宣揚におわれ，学問的反省の機会を逸する傾向にあった統計学徒たちにとっ
て，痛烈な警言となった。
ついで， 1887<明治20>年に出版された呉文聴の著書『統計詳説』18)をめぐ
って，ふたたび論争がはじまる。今井武夫「統計詳説の著者に質す」，『雑誌』
第27号。呉「統計詳説著者の資格を以て今井武男君に答ふ」，『雑誌』第27号。
今井「再び統計詳説の著者に質す」，『雑誌』第29号。横山雅男「文学士阪谷芳
郎氏の統計詳説批評を読む」，『雑誌」第29号。呉「再び今井武夫君に答ふ」，
16)今井武夫，『スタチスチック雑誌』第6号， 1886年9月号， 241ペー ジ。
17) Karl Rathgen, 1855~1921, 1882年来日し， 東京帝国大学講師として， 行政学・国
法学・統計学を講じた。 1890年帰国。 ドイツ・マールプルク Marburg大学教授と
なる。
18)正しくは．『統計詳説・上 名ー社会観察法』，四六版， 280ページ，東京・鳳文館， 1887
年。本書は市町村制の発布を見越して発行されたものであって， もっぱら統計実務家
の便に供する目的で講述されたものである。第一篇 統計学の歴史，第二篇 統計の
意義と統計学の方法，第三篇 統計作成の実際と利用等が平易に説明されている。た
だし本冊は『統計詳説・上」巻と題されているが「下」巻は存在しない。これは発行
所の鳳文館の閉店によるもので，「下」巻は「応用統計学」と名づけられ， 1888年，
冨山房から出版されている。ちなみに，本書は呉の処女著作であり， ドイツ社会統計
学派からの強い感化が読みとれる。
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『雑誌』第30号と続けられた。ここでの論争点もまた，統計学の定義にかんし
てであったが，その大部分は，今井武夫の誤解もしくは誤読によるものであっ
た。したがって，この論争は，実際上，生産的なものにはならなかった。
さらに， 1889<明治22>年， ェステルレン著， 呉秀三（芳渓）訳『医学統計
論』19)に寄せた森鴎外の「題言」が端緒となって，ー大論争が展開されるので
ある。この「題言」に関連して， 「何故二余ガ『スタチスチック」 卜云ハズシ
テ統計卜云ヘルヤヲ問フモノ」20)があった。森はこれに答えるため「統計二就
テ」21)という稿を草し， スタチスチック社社長杉亨二の所論22)を引用して，
逐ー論駁を試み，最後に「想フニ『スタチスチシャン』諸君ハ俗人ヲシテ「ス
タチスチック」ヲ尊信渇仰セシメント欲スルカ故二統計ノ字面ヲ厭悪スルカ余
等ハ其方便ノ拙ナルヲ笑フ」23)と結んだ。森のこの反論にたいして，杉を筆頭
とする「スタチスチック社」社員から， 当然の再反論が湧きあがる。すなわ
ち，今井武夫「統計に就て」，「雑誌』第37号。今井『再び統計に就て」， 『雑
誌』第39号。今井「三たび統計に就て」，『雑誌』第41号。今井「四たび統計に
就て」，『雑誌』第44号と，一年近くにわたって両者間に論陳24)が展開された
のである。
19) F. Osterlen, Medicinische Statistik. 1874 の翻訳で，『医学統計論』総論完， (1889
年4月5日出版）としてスタチスチック社から発行された。「題言」だけは， 本書の
刊行に先立って，『東京医事新誌」第569号， (1889年2月23日発行）の「緒論」欄に，
「医学統計論ノ題言」と題し，「医学士 森林太郎」の署名で掲載されている。『鴎外全
集」第18巻，鴫外全集刊行会， 1927年， 673~674ページ。『鴫外全集」第26巻， 岩波
書店， 1953年， 85~89ページ。『鵬外全集」第28巻，岩波書店， 1974年， 217~221ペ
ージ所収。（以下の引用にあたっては， 1974年版による……筆者）
20)森鵬外，同上書， 222ペー ジ。
21)森鵬外，同上書， 222~226ペー ジ。
22)杉亨二，「拶等哭の話」，『東京学士会雑誌」第8編， 1886年2月。「スタチスチックの
話」，『スタチスチック雑誌」第1号， 1886年4月号， 6~14ペー ジ。 世良太一編，前
掲書， 136~146ペー ジ。
23)森鴎外，前掲書， 226ペー ジ。
24)森鴎外からの反論として，つぎの諸稿がある。
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ここでの論争のきっかけは，まず「スクチスチック」の訳語如何という問題
に始まるのであったが，つまるところ，両者間の統計学観の相違にもとづく論
戦であった。すなわち，統計学を独立の実質科学として考える杉亨二派と，徹
底して方法論の立場にたつ森との間における，統計学の学問的性格云々におよ
ぶ大論争となった。いま，わが国の統計学論争を振り返えるとき，この森・今
井論争を，いみじくも，高木秀玄博士が「当時既に統計学学問論がかくも激し
くなされたことは高く評価して余りある」25)と強調されるように，同論争は日
本における統計学史上において，貴重な意義をもつ本格的な統計学論争の嘴矢
としてあげうる。 1889<明治22>年のことである。
森林太郎， 「統計二就テ」， 『東京医事新誌」第573号， 1889年3月23日発行。前掲
書， 222~226ペー ジ。
森林太郎，「統計二就テノ分疏」，『東京医事新誌』第584号， 1889年6月8日発行。
前掲書， 227~242ペー ジ。
湖上逸民，「統計三家論を読む」，『東京医事新誌」第593号， 1889年8月10日発行。
前掲書， 243~247ペー ジ。
鵬外漁史，「答今井武夫君」，『東京医事新誌」第593号， 1889年8月10日発行。前掲
書， 248ペー ジ。
湖上逸民，「読第三駁義。寄今井武夫君。用鴫外漁史韻。」， 『東京医事新誌」第603
号， 1889年10月19日発行。前掲書， 249ペー ジ。
忍岡樵客，「『三クビ統計二就テ』ヲ読ム」， 『東京医事新誌』第604号， 1889年10月
26日発行。前掲書， 250~254ペー ジ。
湖上逸民，「統計ノ訳語ハ其定義二負カズ」， 『東京医事新誌』第605号• 第606号，
1889年11月2日・ 11月9日発行。前掲書， 255~275ペー ジ。
なお，この論争の経過については，高木秀玄，「森鴫外の統計学観ー今井武夫との
論争を中心として一」，関西大学『経済論集』第19巻第3号， 1969年8月， 1~22ペー
ジ。および，林文彦， 「日本統計学史考一森林太郎博士の統計観について一」， 『早稲
田商学』第127号， 1957年3月， 1~26ペー ジ参照。
25)高木秀玄，同上論文， 22ペー ジ。
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〔V〕
1892<明治25>年 1月17日，スタチスチック社第 6回総集会が開催された。
ここで同社社員の河合利安より， 「従来の本社名並に雑誌の題号を『スクチス
チック」で押通し来りたれども世間の通り甚だ宜しからざることは今更喋々を
要せすして諸君の熟知せらる>ところなるへし就ては他に名称を択ふことは必
要の事と思考」1)するとの発議があり，新社名を「統計学社」と改名し，雑誌
名を「統計学雑誌」と改題することについて総集会に諮った。同案について，
満場一致で可決をみる。杉亨二社長も「別段反対説もなき故可決を認定」2)し，
ここに新しく「統計学社」の生誕をみる。明治も中葉期を迎え，スタチスチッ
ク＝統計・ 統計学の訳字も，すでにわが国に定着し，ほぼ確定的なものとなっ
ていたが，「学社」にあっては，なお，杉社長の主張に固執し，しかも，その間
にあって，さきにみたような大論争まで交えながら，長年にわたって原語で押
し通してきた。しかし，時すでに，スタチスチックなる原語を使用するのは，
ひとり 「学社」のみがその孤塁を守る状勢になっていた。同社社員にあって
も，たとえば，呉文聰のように同社幹部の一員でありながら，彼の出版物には
すぺて「統計」の文字を用いており，また呉と横山雅男の創刊にかかる『経済
及統計』3)にも見られるごとく，社外においては， ほとんどが「統計」を使用
する状態であった。ここにおいてついに，杉も大勢の推移に逆行してまで「ス
クチスチック」に固守するの理なきを認め， 「元来『スクチスチック」を主張
1) 「第六回総集会紀事」，『統計学雑誌」第69号， 1892年1月号， 1ベー ジ。
2)同上誌， 1ペー ジ。
3) 『経済及統計」は， 1889<明治22>年2月，統計思想を政治経済に反映させようとい
う目的をもって設立された「経済統計社」の機関誌である。呉文聰（主幹），横山雅
男（主筆），河合利安（編纂委員）らが参画している。 同誌は， 月刊で発行されてい
たが，財政上の事情などにより，第31号 (1891<明治24>年7月）をもって廃刊とな
った。同誌総目録として，拙編，「『経済及統計』総目録」（タイプ謄写）， 1971年4月
がある。
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したるは余なれとも決して斯学を研究するには統計といふ文字を付してはなら
ぬ『スクチスチック」でなければならぬと云ふ次第もなき」4)と，敗北宣言を
出し，「スクチスチック」なる語を放棄する。つづけて，統計学の「真理を論
究する精神さへ変せされは固より不可なきなり……。自今何卒統計と云ふ文字
に拘泥せすして斯学に力を尽されん事なり」5)と結び，訳語云々の問題に囚わ
れて，生産的でない論争を繰り広げるよりも，統計学の真理の探究こそ重要事
であることを確認するにいたる。
この間の事情は，つぎの世良太一の「本誌改題緒言」から明瞭に窺うことが
できるので，少し長くなるが全文を引用する。
「『スタチスチック』と云へる語の濫態は屡々本誌に見ゆるか如く今を距る百四五十
年以前にあって之と羅旬語の『スタチュス」即ち国又は形勢の義に基けりと云ひ或は伊
太利語の『スタチスク』即ち政治家の戦に起れりとも云ふ爾来学者輩出互に意見を述ヘ
其定義を論する者ー百種の多きに至れりと聞く帰着する所『スタチスチック」は一箇専
門の学科にして人間社会凡る事物の現象を探討彙集し算数と文辞を以てその真形を写出
して以て盛衰利害優劣を審定し現象の如何に拠て其原因を捜索し覚に造化の秘蘊を発見
せんと欲するものなり
．『スクチスチック」の主旨此くの如くなるか故に之に適当する所の訳字を得ること甚
だ難しとす歳に政表表記統計等の称を下せりと雖僅に其一端を挙くるに過きす
我輩社を結ひ此学を講究し後又雑誌を発刊するに当り其訳字の為に世人の本義を誤認
するものあらんことを恐れ常に原語を存して其主旨を明かにせんことを務めたりしなり
然るに統計の称年を経るに従ひ大に世に行はれ官府編纂に学校教科に其他新聞に報告
いに起を用ひさるはなし原語の如何に拘らす既に一定の名称となり復た動かすへからす
時運既に此に至る我輩同志は益々之を輔翼して其発達を謀らさるへからさるなり
我輩夙に社を結ひ講究する所を載せて雑誌となすもの亦此学の拡張を翼ひ普＜其主旨
功用を世間に伝へんか為なり然るに広く世に行はるゞ所の名称に依らすして独り尚原語
．を固守するは普及の方便を得たりとせす且や万一世人統計と『スクチスチック」とを岐
して別物となすか如きことあらは実務の進歩を障碍すること無きを保たず
4) 『第六回総集会紀事」，『統計学雑誌』第69号， 1892年1月号， 1ペー ジ。
5)同上誌， 1ペー ジ。
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本社此に考ふる所あり今滋明治25年1月を以て社名を改めて統計学社となし随て雑誌
の題号を変更せり社員諸君及本誌を閲読せらるり所の大方君子請ふ此意を諒せよ更に大
方君子に翼望するものは統計学は即ち「スタチスチック」にして単に統括計量するのみ
の義にあらさるを了解し共に此学を講究せられんこと是なり」6)。
1876<明治 9>年創立にはじまる「表記学社」， それにつづく 「スクチスチ
ック社」と， 16年間にわたり用いてきた社名の変更については，大きな決意を
用し，しかも重大な譲歩をともなうものであった。 しかし，従来ややもすれ
ば，杉亨二を中心とする封鎖的な学社が，社名を変更することによって，，広
＜門戸を開放し，清新の気風を取り入れたことは， 「統計学社」新生の大きな
礎石ともなった。 ここに，新生「統計学社」は，「統計学を研究し，統計家を
養成し，統計の学理及び方法を普及する」7)を社是として， さらに大きな歩み
でもって，前進を開始する。
1894<明治27>年，ふたたび大論争が展開される。すなわち，同社員を中心
とする杉亨二派と藤澤利喜太郎との間における論戦s)である。端緒は藤澤の
「統計活論」9)をめぐってである。 ここでの論争点もまた，統計学の学問的性
格にかんしての問題であったが，この論争10)において，「大量観察法」＝「統計
調査過程」無視という数理統計学の原型を，藤澤に見いだせるという点に，一
つの特徴があった。
6)世良太一，「本誌改題緒言」，『統計学雑誌』第69号， 1892年 1月号， 5~6ペー ジ。
7) 「統計学社」社則。
8)くわしくは，拙稿， 「わが国統計学論争の一原型一明治統計学史における藤沢利喜太
郎と杉亨二派ー」，『統計学」第25号， 1972年3月参照。
9)藤濁利喜太郎，「統計活論」，『東洋学芸雑誌』第151号， 1894年4月， 155~172ペー
ジ。
10)ここで取り交わされた両者間のおもな論戦は，以下のとおりである。
河合利安，「統計活論ーロ評」，『統計学雑誌』第92号， 1893年12月号， 8~9ペー ジ。
呉 文聰，「藤沢博士の統計活論を読む」，『東京日日新聞』 1894年5月11~12日付，
6ペー ジ。 『統計集誌』第153号， 1894年5月号， 172~178ペー ジ。
横山雅男，「藤沢博士の統計活論に就て」， 『統計学雑誌」第97号， 1894年5月号，
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〔VI〕
東京統計協会が官庁と結びついた中央統計団体であったのにたいし，統計学
社は純粋の民間研究者団体であった。そのため，しばしば経済的•財政的危機
に見舞われるなど，その後の「統計学社」の発展1)は，けっして順風満帆に進
行したわけではなかった。しかし，幾多の困難や危機を見事に乗り切って，各
種の研究・講習会の開催，海外統計団体との交流など，わが国の統計思想，統
計知識の普及• 発展に多大の貢献をなし， 1944<昭和19>年までその活動を続
13~4ページ。 『統計集誌」第153号， 1894年5月号， 184~186ページ。
河合利安，「統計活論ヲ評ス」，『統計集誌』第154号， 1894年5月， 3~4ページ。
藤澤利喜太郎，「再び統計を論ず」，『東京日日新聞』 1894年6月16日付。『東洋学芸
雑誌』第153号， 1894年6月， 267~303ページ。『統計学雑誌」第99号， 1894年7月，
4~8ページ。『統計集誌』，第155号， 1894年7月号， 263~265ページ。第156号， 1894
年8月号， 306~308ページ。
藤滴利喜太郎，「横山君に答ふ」，『東洋学芸雑誌」第153号， 1894年6月， 303~304
ページ。
「藤沢君と横山君の往復書簡」，『統計学雑誌」第99号， 1894年7月， 8ページ。
横山雅男，「藤沢君ノ答二答フ」，『統計集誌』第155号， 1894年7月， 273ページ。
第156号， 8月， 311~312ペー ジ。 158号， 9月， 385~386ページ。 159号， 10月， 428
~430ページ。
河合利安，「藤沢博士へ御挨拶」，『統計学雑誌』第100号， 1894年8月， 8ページ。
『統計集誌」第156号， 1894年8月， 314~315ベージ。
呉 文聰，「統計の事を論し併せて藤沢博士に質す」，『統計学雑誌」第101号， 1894
年9月， 1~9ページ。第102号， 10月， 3~8ペー ジ。9
河合利安，「統計活論余評」，『統計集誌」第161号， 1894年12月， 522~524ページ。
1)ちなみに，同社の歴代社長は，つぎのとおりである。
初代杉 亨二 1876<明治9>年2月~1917年12月（ただし，表記学社，
スタチスチック社時代を含めて）
第二代世良太一 1918<大正7>年5月~1919年 1月
第三代柳澤保恵 1919<大正B>年5月~1926年3月
第四代横山雅男 1926<大正15>年4月~1935年3月
第五代藤本幸太郎 1935<昭和10>年4月~1944年6月
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けるのである。しかもこの間，機関誌『統計学雑誌』2)も，毎号定期的に刊行
され，第696号 (1944年6月号）まで発行された。
1944<昭和19>年 6月，統計学社は解散の止むなきにいたる。ところが，こ
の解散は，けっして，同社の本意とするところではなかった。というのは，時
（第二次世界大戦）の戦時体制悪化にともなう国策にそっての措置であったから
である。戦局体制の逼迫化は，当然資源の窮乏化へと波及した。用紙事情にお
いても例外ではなかった。 したがって，『統計学雑誌」の出版用紙の入手も困
難な状態に追い込まれた。ここにおいて，国策出版団体・日本出版会の斡旋に
より，「統計学雑誌』と『統計集誌」 （東京統計協会）との共同編集による統合
が提案される。
1944年 5月16日，東京・学士会館での会合で， 「雑誌』・『集誌』統合の具体
策が検討された。統計学社からは藤本幸太郎，森田優三，森谷喜一郎が，東京
統計協会からは川島孝彦，那須時夫，友安亮一，加地成雄，高津英雄，蜂須賀
幾次郎が出席した。この会合において，たんに雑誌の合同編集にとどまらず，
「真に現下の国家的要請に応へる」3)ため，むしろこの際，大乗的見地から両
学会が一応解散して，対等の立場から新しい学会を創設することに合意をみ
た。
この結果，つぎの三点が決定される0。
ー，学社，協会共に六月限りで解散すること。
（雑誌は六月号を以て終刊とすること）
二，協会，学社は対等の立場に於て新学会（仮称，大日本統計協会）を創設し，
（創立時期は本年七月中なること）その現に有する社（会）員， 財産及び事業
の統合を図ること。
2)ただし， 1923<大正12>年9月の関東大震災のため，同年10月， 11月の2カ月は休刊
となっているが，号数の欠如はない。
3)「緊急役員会並に社員総会記事」，『統計学雑誌』第696号， 1944年6月号， 36ペー ジ。
4)同上誌， 35~36ペー ジ。
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三，右の目的を達成する為め出来るだけ速かに夫々所定の手続を進めるこ
と。
かくして，この合意事項にもとづき，同年6月17日，東京・如水会館にて，
統計学社の緊急役員会および社員総会が開催された。この席上，統計学社の解
散について，正式の承認をみる。当日の出席者は，つぎの11氏であった5)。
藤本幸太郎，高野岩三郎， 中山伊知郎，長澤好晃，松田泰次郎，二瓶士子
治，森谷喜一郎，渡邊喜一，加地成雄，杉村敬一郎，林文彦。
「表記学社」から数えて70年近く，純粋の民間研究者団体として，わが国統
計学の発展とともに歩み続けた「統計学社」は，ここに解散の運びにいたる。
戦争の惨禍はここにも爪痕を残した。しかし，その伝統は，統計学社と東京統
計協会の合併による「大日本統計協会」&)(1944<昭和19>年7月設立）をへて，
戦後は，「日本統計協会」'1) (1947<昭和22>年再発足）へと受け継がれ，今日に
いたっている。
むすび
以上，明治統計学史の一鮪として，日本の一民間統計団体の生誕にいたる過
程と，その後の発展，変遷形態を考察してきた。なかんずく，欧州で生れ育っ
た統計学の一枝を，日本に移植させ，見事に開花させたのみならず，さらに，
その種子を結実させることによって，あまねくわが国の土壊に根付かせた功績
5)同上誌， 36~37ペー ジ。
6)大日本統計協会は， その機関誌として「大日本統計協会雑誌』を創刊。 1944<昭和
19>年7月から， 1946年9月まで， 8号が刊行された。同誌総目録として，総理府統
計局編，「『大日本統計協会雑誌』総目録」，『統計局研究彙報」第25号， 1973年3月，
173~176ページがある。
7)ここで『大日本統計協会雑誌』は，『統計』と改称され，第9号 (1947年12月），第10
号 (1949年1月），第11号 (1948年5月），第12号 (1948年6月），第13号 (1948年8
月），と続き， 1949年1月から 6月号まで毎月刊行。以後， 7月から1950年5月まで
休刊。 1950年6月より復刊されて，現在にいたる。 1976年12月号は，第27巻第12号と
なっている。ただし，この巻号数は， 1950年6月の復刊より数えてである。
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は，ひとえに杉亨二の尽力に帰せられる，といっても過言ではなかろう。すな
わち，彼はドイツ社会統計学の最初の紹介者，啓蒙者として，よく先進諸国の
統計学をわが国に導入するにとどまらず，統計教育の面においても，後進者の
養成に腐心し，有為の人材を多数輩出させている。さらには，わが国統計事業
の開拓者として官庁統計機構の創設，整備につとめ，近代的統計調査の原基形
態を確立させるなど，官民両面において，統計学術の発展によき先達の役目を
果した。
本稿で試みた，わが国における民間統計団体の生誕ー「表記学社」創設の諸
背景とその発展過程ーは，まさに，杉亨二の統計にたいする学問的諸活動，諸
業績と軌跡をーにするものである。杉によって，生命の息吹を与えられた「表
記学社」，育まれた「スタチスチック社」の学問的精神は，「統計学社」へと発
展することによって，より一層わが国の統計理論，統計思想，統計技術の発達
・普及に多大の貢献をなしてくれたのである。 しかも， 70年もの長きにわた
り，一民間統計研究団体として，統計の各分野へ数々の績効を残してくれた同
社の足跡を振り返るとき，戦争がそれを断絶せしめたとはいえ，惜しみて余り
あるものがある。想い起こせば，「表記学社」の生誕から，ちょうど今年 (1976
＜昭和51>年）で， 100年を迎える。
(1976.12. 2) 
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